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．調査概要
都立高校の印象や都立高校に対して期待すること等について把握するとともに、今後の都立高校における取組等を検討する上での
参考とするため、都民や企業・大学等を対象として平成 年度から 年ごとに実施目 的

調査対象 開始年度 調査対象数 回答数 回答率 前回
回答率 主な調査項目

都民
無作為抽出

～ 歳の都民
年度

人 人 人 人 ・ 都立高校に対する印象
・ 都立高校に期待すること
・ 都立専門高校に求めること～ 歳の高校生 人 人 人 人

企業・大学等

都内の企業

年度

社 社 社 社
・ 都立高校に対する印象
・ 都立高校に期待すること
・ 求められる教養など

都内の大学・短大 校 校 校 校

都内の専門学校 校 校 校 校

都内公立中学校３年生

年度

人 人 人 人
・ 中学校卒業後の進路希望
・ 高校の志望理由

都内公立中学校 年生 保護者 人 人 人 人
・ 高校の志望理由
・ 都立高校の改善点

都立高校在校生 人 人 人 人
・ 学校の志望理由
・ 学校生活に対する満足度
・ 高校卒業後の進路希望

株式会社 グループ調査実施機関

インターネットを用いた アンケート方式（平成 年度調査までは郵送による紙様式より実施）調 査 方 法

回 答 状 況 【調査期間】 令和３年７月から 月まで
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結果の概要

ウ 高校の選択理由

・ 都立高校に在学中又は卒業した方の上位３項目は「自宅が近いから」「教育費が負担できる範囲だから」「男女共学だから」
・ 私立高校（都内・都外問わず）に在学中又は卒業した方の一番の選択理由は「大学等の進学に実績があるから」

都民 対象

ア 都立高校に対する印象

・ 都立高校に対して「良い印象がある」「どちらかというと良い印象がある」とした回答の割合は増加
・ 年度調査において肯定的意見が 割

良い印象がある どちらかというと良い印象がある どちらとも言えない どちらかと言うと悪い印象がある

悪い印象がある 分からない 無回答

イ 都立高校生のマナーに対する印象

都立高校生のマナーについて「良い」「概ね良い」とした回答の割合は増加

教育費が負担できる範囲だから 自宅から近いから 自宅から近いから

自宅から近いから 教育費が負担できる範囲だから 教育費が負担できる範囲だから

男女共学だから 男女共学だから 男女共学だから

大学等の進学に実績があるから 大学等の進学に実績があるから 大学等の進学に実績があるから

学習指導が充実しているから
大学の附属高校だから

周りからの勧めがあったから 施設・設備が充実しているから

周りからの勧めがあったから 学習指導が充実しているから 学習指導が充実しているから

【都立高校に在学中又は卒業した方 上位 項目】 【私立高校 都内・都外問わず に在学中又は卒業した方 上位 項目】

基礎的・基本的な学力を身に付けさ
せること

基礎的・基本的な学力を身に付けさ
せること

基礎的・基本的な学力を身に付けさ
せること

進学や就職など、それぞれの生徒の
進路にあった指導を行うこと

進学や就職など、それぞれの生徒の
進路にあった指導を行うこと

進学や就職など、それぞれの生徒の
進路にあった指導を行うこと

社会のルールをきちんと守れるようにし
ていくこと

社会のルールをきちんと守れるようにし
ていくこと

社会のルールをきちんと守れるようにし
ていくこと

専門的な知識や技術をもつスペシャ
リストを育てること

専門的な知識や技術をもつスペシャ
リストを育てること

専門的な知識や技術をもつスペシャ
リストを育てること

インターンシップ（就業体験）を充
実させること

資格・免許の取得に向けた支援制
度を充実させること

資格・免許の取得に向けた支援制
度を充実させること

実験や実習など、実践的学習を一
層充実させること

インターンシップ（就業体験）を充
実させること

実験や実習など、実践的学習を一
層充実させること

質問項目 良い、概ね良い 良い、概ね良い

身だしなみ

礼儀作法 ＋

言葉遣い

自転車の乗り方

公共交通機関 電車・バス の利用方法

①

エ 都立高校に期待する役割

「基礎学力の定着」「進路指導の充実」「規範意識の向上」の割合が高い

オ 都立専門高校で特に取り組むべきこと

「スペシャリストの育成」「資格・免許の取得」「実践的学習の充実」の割合が高い
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結果の概要

ウ 都立高校に期待する役割

企業・学校関係者ともに、上位３項目は「基礎学力の定着」「規範意識の向上」「進路指導の充実」

イ 社会に出るにあたり求められる教養など 企業 上位 項目

社会の基本的なルールやマナー 一般的な知識・教養 社会の基本的なルールやマナー

一般的な知識・教養 社会の基本的なルールやマナー 一般的な知識・教養

健康・体力 健康・体力 健康・体力

企業・大学等 対象

ア 都立高校に対する印象

・ 企業・大学等ともに都立高校に対して「良い印象がある」「どちらかというと良い印象がある」とした回答の割合は増加
・ ３年度調査においては、企業・大学等ともに肯定的印象が５割以上

企業

良い印象がある どちらかというと良い印象がある どちらとも言えない どちらかというと悪い印象がある 悪い印象がある わからない 無回答

学校関係者（大学・専門学校等）

良い印象がある どちらかというと良い印象がある どちらとも言えない どちらかというと悪い印象がある 悪い印象がある わからない 無回答

基礎的・基本的な学力を身に付
けさせること

基礎的・基本的な学力を身に付
けさせること

基礎的・基本的な学力を身に付
けさせること

社会のルールをきちんと守れるよう
にしていくこと

社会のルールをきちんと守れるよう
にしていくこと

社会のルールをきちんと守れるよう
にしていくこと

進学や就職など、それぞれの生
徒の進路にあった指導を行うこと

進学や就職など、それぞれの生
徒の進路にあった指導を行うこと

進学や就職など、それぞれの生
徒の進路にあった指導を行うこと

基礎的・基本的な学力を身に付
けさせること

基礎的・基本的な学力を身に付
けさせること

基礎的・基本的な学力を身に付
けさせること

社会のルールをきちんと守れるよう
にしていくこと

社会のルールをきちんと守れるよう
にしていくこと

社会のルールをきちんと守れるよう
にしていくこと

進学や就職など、それぞれの生徒
の進路にあった指導を行うこと

進学や就職など、それぞれの生徒
の進路にあった指導を行うこと

進学や就職など、それぞれの生徒
の進路にあった指導を行うこと

【企業 上位 項目】 【学校関係者（大学・専門学校等） 上位 項目】

求められる教養などの上位３項目は
「一般的な知識・教養」
「社会の基本的なルールやマナー」
「健康・体力」

②
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結果の概要

ア 中学校卒業後の希望進路 中学 年生の夏時点

・ 都立高校全日制を志望している人の割合は、都内公立中学生で 、都内公立中学生保護者で
・ 都立高校全日制を志望している人のうち、普通科志望の割合は、都内公立中学生で 、都内公立中学生保護者で

うち普通科志望

都内公立中学生・中学生保護者 対象

イ 高校の志望理由 都内公立中学生

・ 都立高校志望者、私立高校志望者ともに「学習指導が充実していること」を重視
・ 都立高校志望者は自分の学力や自宅に近いことも重視
・ 私立高校志望者は施設・設備面や大学の附属高校であることも重視

ウ 高校の志望理由 都内公立中学生保護者

・ 都立高校志望者、私立高校志望者ともに「学習指導が充実していること」を重視
・ 都立高校志望の保護者は子供の学力や自宅に近いこと、経済的な負担の少なさも重視
・ 私立高校志望の保護者は大学の附属高校であることや施設・設備面も重視

都立高校
全日制

私立高校
全日制

まだ決めていない都立高校（全日制）

都立高校（定時制）

都立高校（通信制）

私立高校（全日制）

私立高校（通信制）

その他

まだ決めていない

うち普通科志望 都立高校
全日制

私立高校
全日制

まだ決めていない都立高校（全日制）

都立高校（定時制）

都立高校（通信制）

私立高校（全日制）

私立高校（通信制）

その他

まだ決めていない

都内公立中学生 都内公立中学生保護者

都立高校 全日制

学習指導が充実しているから

自分の学力に合っているから

学校行事なども充実しているから

自宅から近いから

男女共学だから

私立高校 全日制

施設・設備が充実しているから

大学の附属高校だから

学習指導が充実しているから

部活動が盛んだから

学校行事なども充実しているから

都立高校 全日制

本人の学力に合っているから

学習指導が充実しているから

自宅から近いから

経済的な負担が少ないから

大学等の進学に実績があるから

私立高校 全日制

大学の附属高校だから

学習指導が充実しているから

施設・設備が充実しているから

部活動が盛んだから

本人の学力に合っているから

【上位 項目】 【上位 項目】

③
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結果の概要

エ コンピュータやプログラミングを専門的に学ぶ学校に対するニーズ 都内公立中学校３年生

・ 都内公立中学校 年生の約３割が進学に肯定的
・ 特に都立高校全日制の科学技術科、工業科、ビジネス科を志望している生徒の進学意向が高い

進学したいと思う

進学したいと思わない

都内公立中学校 年生

普通科
農業科
工業科

科学技術科
ビジネス科

ビジネスコミュニケーション科
総合学科

都立高校全日制志望者のうち、主な志望学科別の内訳

進学したいと思う 進学したいと思わない

オ 都立高校に不足していると思う点のうち改善を要する点 都内公立中学校 年生 保護者

施設・設備を充実させること 施設・設備を充実させること 施設・設備を充実させること

社会の変化に対応できる能力を身に付けさせること 社会の変化に対応できる能力を身に付けさせること 社会の変化に対応できる能力を身に付けさせること

大学への進学を目指した学習を充実すること 大学への進学を目指した学習を充実すること デジタル技術を活用した教育を充実させること

それぞれの生徒の進路にあった指導を行うこと それぞれの生徒の進路にあった指導を行うこと 大学への進学を目指した学習を充実すること

社会のルールをきちんと守れるようにしていくこと 社会のルールをきちんと守れるようにしていくこと それぞれの生徒の進路にあった指導を行うこと

・ 改善点として「施設・設備を充実させること」「社会の変化に対応できる能力を身に付けさせること」の割合が高い
・ 令和３年度調査では、新規項目の「デジタル技術を活用した教育を充実させること」が「大学への進学を目指した学習を充実すること」を上回り３位

【上位５項目】

④
都内公立中学生・中学生保護者 対象
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結果の概要

ア 全日制課程の主な学科に通学している生徒の志望理由 上位 項目

・ 普通科に通学している生徒は自分の学力にあっていることや自宅からの近さ、学習指導が重視していることを重視
・ 総合学科や専門学科に通学している生徒は、専門性など学校の特色を理解して入学

自分の学力に合っているから

自宅から近いから

学習指導が充実しているから

都立高校在校生 対象

【普通科】

専門的な技術・知識が身に付けられるから

自分の学力に合っているから

就職に有利な知識・技術が習得できそうだから

【農業科】

専門的な技術・知識が身に付けられるから

自分の学力に合っているから

施設・設備が充実しているから

【工業科】

専門的な技術・知識が身に付けられるから

就職に有利な知識・技術が習得できそうだから

自分の学力に合っているから

【ビジネス科】
専門的な技術・知識が身に付けられるから

施設・設備が充実しているから

自分の学力に合っているから

【産業科】

選択科目が充実しているから

自分の学力に合っているから

専門的な技術・知識が身に付けられるから

【総合学科】

専門的な技術・知識が身に付けられるから

施設・設備が充実しているから

自分の学力に合っているから

【科学技術科】

専門的な技術・知識が身に付けられるから

自分の学力に合っているから

制服等が魅力的だから

【ビジネスコミュニケーション科】

⑤
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結果の概要

イ 定時制課程に通学している生徒の志望理由

・ 「全日制課程の勉強についていけるか不安があった」という生徒の割合が高い
・ チャレンジスクールでは、「まわりからの勧め」や「学習指導の充実」、「全日制の学校の人間関係への不安」を志望動機に挙げている生徒の割合も高い

ウ 定時制課程に通学している生徒の中学生時代の傾向

・ 中学校時代は「学校に行きたくないと思う」「勉強についていけない」「集団で過ごすことが苦手だった」という生徒の割合が多い
・ 特にチャレンジスクールにおいて傾向が顕著

夜間定時制

学校に行きたくないと思うことがあった

学校の勉強についていけないことが多かった

集団で過ごすことが苦手だった

昼夜間定時制

学校に行きたくないと思うことがあった

学校の勉強についていけないことが多かった

様々な人と気軽に話すことができた

チャレンジスクール

学校に行きたくないと思うことがあった

学校の勉強についていけないことが多かった

集団で過ごすことが苦手だった

学
習
指
導
が
充
実
し
て
い
る
か
ら

工
業
な
ど
の
専
門
の
勉
強
が
で
き
る

か
ら

全
日
制
の
学
校
の
勉
強
に
つ
い
て
い

け
る
か
不
安
が
あ
っ
た
か
ら

全
日
制
の
学
校
の
人
間
関
係
に
不
安

が
あ
っ
た
か
ら

働
き
な
が
ら
通
学
で
き
る
か
ら

夜
の
時
間
帯
で
な
い
と
高
校
に
通
う

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

経
済
的
な
負
担
が
少
な
い
か
ら

自
宅
か
ら
近
い
か
ら

ま
わ
り
か
ら
の
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら

志
望
校
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
か
ら

特
に
な
し

そ
の
他

夜間定時制

昼夜間定時制

チャレンジスクール

⑥
都立高校在校生 対象
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結果の概要

オ 現在通っている学校で、特に良かったと思う点 普通科 上位３項目

・ 普通科全体では、自宅から近さや部活動に熱心に取り組めていることに対する満足度が高い
・ 進学指導重点校では、進学に向けた勉強に対する満足度が高い

エ 現在通学している学校が第一志望だった生徒の割合

現在通学している高校が第一志望だった生徒の割合が増加

％
％

％

高校進学のとき第一志望だったか

はい いいえ 無回答

⑦
都立高校在校生 対象

％

％

％

自宅から近い

部活動に熱心に取り組むことができている

進学に役立つ勉強ができている

【普通科】

進学に役立つ勉強ができている
自分のやりたい勉強ができている

先生の授業が分かりやすい

【進学指導重点校】

部活動に熱心に取り組むことができている

進学に役立つ勉強ができている

自宅から近い

【進学指導特別推進校】

部活動に熱心に取り組むことができている

進学に役立つ勉強ができている

自宅から近い

【進学指導推進校】
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結果の概要

カ 現在通っている学校で、特に良かったと思う点 エンカレッジスクール、総合学科、専門学科 上位三項目

・ 普通科のエンカレッジスクールでは、授業の分かりやすさに対する満足度が高い
・ 総合学科や専門学科では、その学科独自の学びに対する満足度が高い

⑧
都立高校在校生 対象

先生の授業が分かりやすい

自分のやりたい勉強ができている

自宅から近い

％

％

％

就職に役立つ知識や技術を
身に付けることができている

自分のやりたい勉強ができている

施設・設備が充実している

【エンカレッジスクール
（普通科 】

【エンカレッジスクール
（工業科 】

自分のやりたい勉強ができている
就職に役立つ知識や技術を
身に付けることができている
施設・設備が充実している

【農業科】

％

％

％

自分のやりたい勉強ができている

自宅から近い

部活動に熱心に取り組むことができている

【総合学科】

就職に役立つ知識や技術を
身に付けることができている

自分のやりたい勉強ができている

施設・設備が充実している

【工業科】

％

％

％

就職に役立つ知識や技術を
身に付けることができている

自宅から近い

自分のやりたい勉強ができている

【ビジネス科】

施設・設備が充実している

自分のやりたい勉強ができている

進学に役立つ勉強ができている

【科学技術科】
％

％

％

自分のやりたい勉強ができている

自宅から近い
就職に役立つ知識や技術を
身に付けることができている

【ビジネスコミュニケーション科】

・ 科学技術科では、施設・設備に対する満足度が高い
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結果の概要

ケ 卒業後の希望進路

・ 大学・短大への進学を希望する生徒の割合が増加
・ 専門学校等への進学を含めると、 年度調査では 割を超える生徒が進学を希望

大学・短期大学に進学 専門学校に進学 就職 家事手伝い その他 決めていない 無回答

ク 今通っている高校の先生に対する印象

質問各項目において、「そう思う」「多少そう思う」の割合が増加

質問項目 そう思う、多少そう思う そう思う、多少そう思う そう思う、多少そう思う

教育に熱心である

信頼できる ＋

生徒をよく理解している

授業が上手である

部活動の指導に熱心である

保護者とよく連絡をとっている

⑨
都立高校在校生 対象

キ 現在通っている学校で、特に良かったと思う点 定時制課程 上位三項目

・ 定時制課程では、やりたい勉強ができていることや先生の授業の分かりやすさに対する満足度が高い

自宅から近い

自分のやりたい勉強が
できている

先生の授業が分かりやすい

【夜間定時制】

％

％

％

自分のやりたい勉強が
できている

先生の授業が分かりやすい

自宅から近い

【昼夜間定時制】
自分のやりたい勉強が

できている
先生の授業が分かりやすい

自宅から近い

【チャレンジスクール】
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結果の概要

集計結果 主な意見の内容

▶ 公立学校の役割として、教育の機会均等、格差を失くすことが重要。

▶ 男女別定員を撤廃すべき。

▶ オンライン授業になり子供達同士の交流が減り、メンタル面等が心配。

▶ 先行き不透明な社会になっていく中でも、変わらず基礎的な学力定着、社会人

としての人格形成、特別な事情を抱える生徒への支援などを図るべき。

▶ これからの教育は「先生が教えて生徒が学ぶ」から「生徒の好き・やりたい」を見つ

けて実践できる場に。世の中の課題を見つけて解決できる高校生を増やして欲しい。

▶ 大学でも困らないレベルのプログラミング教育（ｃ言語や など）を行う。

▶ 探究や研究など、主体的な学びを重視すべき。

▶ 学校は人間関係形成の大切な場なので、対面授業に注力して欲しい。

▶ いざという時のためにオンライン授業などの取組は進んでほしいが、家庭による格

差を拡げてはいけない。

▶ 都立高校生だが、リモートの活用やデジタル教育は不十分だと思う。

▶ 私立高校に負けないデジタル環境の整備と教員のリテラシー向上が必要。

▶ オンラインでの交流が当たり前になったことで国際交流はマストである。

▶ リモートに偏らない安全に配慮したリアルな学びや体験をさせてあげて欲しい。

今後の都立高校に対して（自由意見）

デジタル化への対応

都立高校での学び・人材育成

その他、都立高校に求めること

一般都民：意見総数 件 企業・大学等：意見総数 件
項目 一般都民 企業・大学等

デジタル化への対応に関すること 件 件

オンライン授業等デジタル環境の充実・活用、オンラインと対面の融合 など

人材育成に関すること 件 件

基礎学力や規範意識の定着、デジタルリテラシーを身に付けた人材の育成
グローバル教育の充実、コミュニケーション能力や協調性の伸長
主体的・探究的な学びの充実 など

生徒の多様化に関すること 件 件

生徒の個性を活かす教育の充実、生徒の多様性への対応 など

コロナ禍における教育活動の継続に関すること 件 ４件

従来の学校生活・教育活動への立ち返り、部活動や学校行事等の実施・充実 など

生徒に対する支援に関すること 件 ４件

コロナ禍における生徒の精神面の支援
経済的に困難な生徒に対する学習機会の確保 など

教育諸条件に関すること 件 件

教員の質の充実、感染拡大防止の徹底 など

都立高校の特色化に関すること 件 件

その他 件 件

特になし 件 件

総件数 件 件

⑩

ポストコロナの時代における、都立高校での学びや人材育成などについてご意見をお聞かせください。
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調査結果のまとめ

都立高校に対する評価

➤ 都民や企業・大学等からの都立高校や都立高校生に対する印象は向上
➤ 中学校３年生及びその保護者の約７割が全日制の都立高校を志望しており、うち約 割が普通科志望
➤ 中学校３年生及びその保護者が全日制の都立高校を選択する理由として、「学力に合っているか」や「自宅からの近さ」、「経済的な負担」を重視
➤ 都立高校在校生のうち、約 割の生徒が現在の高校を第一志望として進学
➤ 都立高校在校生は各課程・学科において特色や設置目的に沿った志望理由により入学しており、かつ満足度も高い
➤ 都立高校在校生からの教員に対する印象は向上

都立高校への期待・要望

➤ 基礎学力の定着や進路指導の充実
➤ デジタルの活用による多様な学び方への対応
➤ デジタルリテラシーを備えた人材やグローバル人材の育成

➤ 探究や研究などの主体的な学びの重視
➤ 発達障害など特別な事情を抱える生徒への支援
➤ 施設・設備の一層の充実

都民や企業・大学等、生徒や保護者は都立高校に対して一定の評価

結果のまとめ

都立高校におけるデジタル化の推進や人材の育成などについて様々な意見

上記の調査結果に加え、学校を取り巻く状況や社会の変化等を踏まえ、今後の都立高校に求められる役割等について
整理した上で、当面取り組むべき喫緊の課題解決に向け、今後、着実に施策を展開していく。
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今後の都立高校における取組に係る生徒の意見募集の結果について

今後の都立高校における取組を検討するに当たり、生徒目線の意見や考えを取組の参考とする。また、生徒自身が東京都の
取組検討の過程において意見を述べることにより、社会参画意識を醸成する。

対象者：学科、課程等を考慮し選定した都立高校等の生徒
応募方法：Microsoft FormsによるWeb回答方式
実施時期：令和４年７月

日本を取り巻く環境は様変わりし、今後、時代を切り拓き、未来を担う多彩な「人」を育てていくことが必要とされています。
東京都教育委員会では、こうした時代を切り拓く力を育て、子供の可能性を伸ばすことができる、魅力ある都立高校づくりに向けた

新たな取組を検討しているところです。
そこで皆さんにお聞きします。自分の学校が中学生に選ばれる、魅力ある学校になるために必要なことは何だと思いますか。
別紙資料を参考に、皆さんの自由な意見をお聞かせください。 ≪入力フォーム画面≫

Ⅰ 概 要
目 的

実 施 方 法

議 題

資料２

ひら

ひら
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Ⅱ 実施結果

応 募 件 数
21校 延べ 1,929 件（一人が複数回応募することも可能）

主な意見のキーワード

中
学
生
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
都
立
高
校

• プログラミングの授業、オンライン授業の実施、通信環境の改善 などデジタル

• 海外の学校との交流、英語教育の充実 などグローバル

• 進学実績を上げるための独自の取組、個に応じた学び など学習指導

• 部活動の強化、部活動の充実 など部活動

• 生徒主体の行事運営、学校行事のアピール など学校行事

• 個性の尊重、ジェンダーへの配慮 など多様性

• ホームページの充実、SNSを活用した学校紹介、学校見学の機会 など魅力の発信

• 相談しやすい先生、分かりやすい授業 など教職員の質

• 生徒意見を取り入れる機会、学校運営に生徒が関われる機会 など生徒意見の反映

• 挨拶の徹底、登下校時の身だしなみやマナー など生徒のマナー

• 地域活動への参加、地域の小・中学校等との交流、地域でのボランティア活動 など地域との交流

• 最新の施設・設備、悩み事を相談できる場所 など施設・設備等

中
学
生
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
都
立
高
校

78



２

資
料

今
後
の
都
立
高
校
に
お
け
る
取
組
に
係
る
生
徒
の
意
見
募
集
の
結
果
に
つ
い
て

魅力化のために必要なこと その理由
① 海外の学校との交流を増やす
こと

① 国内にいながら、英語を使う機会が自然
に持てたら魅力的だと思うから

② 英語教育を充実させること ② グローバル化していく社会の中で、英語
の能力を高めたいと考えている人は多いと思
うから

魅力化のために必要なこと その理由
① 個性を尊重し地域の人と一緒
に学校を作っていくこと

① グローバル社会、LGBTなどの人たちが孤
独にならないように、一人一人の個性を大切
にして、多くの地域の人と関わりあい、信頼
してもらえる学校を作っていけたら良いと思
うから

② ジェンダーに配慮した学校に
すること

② 高校生の人権を大切にして、個性を尊重
してほしいと思うから

Ⅲ 主な意見内容①
デジタル

魅力化のために必要なこと その理由
① 進学実績を上げるために学校
で特別な取組を行うこと

① 塾に行かなくても良いというのは、費用
の面で助かるから

② 受験サポートが手厚いこと ② 自分が受験生になって、学校の勉強サ
ポートが手厚い学校に通いたいと強く感じる
ようになったから

③ 一人一人に合った授業をする
こと

③ 勉強が苦手な人、大人数が苦手な人、話
すのが苦手な人など様々な人がいる中で、生
徒一人一人に合った授業をすることは、落ち
着いた環境で学ぶことになり、その学びを将
来に活かすことにも繋がると思うから

グローバル

魅力化のために必要なこと その理由
① 部活動の大会などで良い成績
を残すこと

① 部活動は強いところに入りたい人が多い
と思うので、良い成績を残せば学校の 魅力
になると思うから

② 部活動を充実させること ② 部活動が充実していると学校内だけでな
く学校外での関わりが持てるので、より楽し
くなると思うから

学習指導

魅力化のために必要なこと その理由
① 生徒が主体となって行事を運
営すること

① 特有の伝統があったり生徒主体で運営し
ていたりする姿は他の学校と差別化できるし、
魅力的に映ると思うから

② 学校行事を全面的にアピール
すること

② 学習以外でも、学校行事などのイベント
の充実感を重視している人も多くいると思う
ので、そういう面のアピールも大切だと思う
から

③ 文化祭や学校説明会に多くの
人を呼ぶこと ③ 実際に学校の雰囲気を見てもらえばそれ

ぞれの思い描く高校なのか分かるから

部活動

魅力化のために必要なこと その理由
① 授業にプログラミングを取り
入れること

① 今の時代はプログラミング能力も重要に
なっていて、将来役に立つ可能性が高いから

② 新しい社会を生き抜くための
授業を導入すること

② 様々な職業や街並み、生活などが大きく
変わっていく社会で生きていけるように、今
のうちに電子機器に慣れていく必要があると
思うから

③ オンライン授業を実施するこ
と

③ 環境変化が多かったり、体調が悪かった
り、コロナに感染していても授業を受けるこ
とができるから

④ デジタル技術を活用した学習
環境や通信環境を整えること

④ 生徒の情報活用能力を養うことに加え、
個別学習が可能となるから

学校行事

多 様 性
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魅力化のために必要なこと その理由
① 老朽化した設備を改修するこ
と

① 老朽化して壊れている設備は学校見学に
来ている人にとってマイナスポイントになり
得るから

② 最新の学習環境が整っている
こと

② 時代にあった学習環境で勉強することで
社会に出たときの活動がスムーズになるから

③ 生徒が自分の悩み事を相談で
きる場所を作ること

③ 悩み事を相談できる場所を作らないと、
自分一人で悩みを抱えることになってしまい、
のびのびと学生生活を送ることができないか
ら

Ⅲ 主な意見内容②

魅力の発信

魅力化のために必要なこと その理由
① ホームページの充実化 ① 学校のホームページが更新されていな

かったり、最低限の情報しか記載されていな
いと学校の魅力が伝わらず学校選びの参考に
ならないため

② SNSを活用して生徒目線で情
報を発信すること

② 生徒からの主観を交えた現実味のある言
葉の方が面白いと感じ、自分もそれを期待し
ていたから

③ 学校見学などの機会を多くし
て、いろんな人に魅力を知っても
らうこと

③ コロナ禍真っ只中で、かつ都外からの受
験だったので、志望校探しの時に、見学など
に行ったり調べるのが大変だったから

④ 専門的な知識が得られること
をアピールすること

④ 将来についてちゃんと考えている受験生
には魅力的だと感じるから

教職員の質

魅力化のために必要なこと その理由
① 話しやすい先生がいること ① 授業でわからなくなった時や問題に詰

まった時に気軽に質問しにいくことが出来て
授業の理解を深めることができるから

② 先生の授業が面白くて聞き取
りやすいこと

② 学校にいる時間のほとんどが授業なので、
授業がつまらなかったり、聞き取りにくいと
学校がつまらなくなり魅力を感じなくなるか
ら

生徒意見の反映

魅力化のために必要なこと その理由
① 在校生の意見を定期的に取り
入れ、改善していくこと

① 生徒の意思を尊重する学校だと中学生に
示すことができるから

② 生徒が主体となって学校運営
ができる環境を作ること

② 生徒が主体となり、自分たちでルールを
作る・見直す環境を与えることが、「中学校
にはない自由を満喫したい」という中学生に
は響くと思うから

生徒のマナー

魅力化のために必要なこと その理由
① 学校の先生などには勿論、近
隣の方や、校外学習の時に周りの
方々に挨拶をするなど挨拶の盛ん
な明るい学校にすること

① 基本的なことだけど、しっかり挨拶がで
きる学校は少ないと感じるし、挨拶をすると
しないとではその学校への印象がガラリと変
わると感じるから

② 登下校時の身だしなみやマ
ナーをよくすること

② 制服を着ていると高校付近に住んでる人
はどの高校か分かり、だらしないと魅力を感
じないと思うから

地域との交流

魅力化のために必要なこと その理由
① 地域活動への参加や周辺学校
との連携行事を行うこと

① 地域活動への参加をすれば、自然と他の
学校の生徒や一般の方の輪の中に入っていく
ため、何かしらのキッカケで学校のことを
知ってもらい広めてもらうことができるから

② 校内だけでなく周りの小・
中・高校や地域の方々とコミュニ
ケーションが取れる行事をするこ
と

② 校内だけでは身に着けることが難しい年
上・年下の方とのコミュニケーション能力を
身に着けることができることに加えて、コ
ミュニケーションを通じて人から人へと魅力
が伝わっていくと考えたから

③ 地域の人とボランティア活動
をすること

③ 地域の人との触れ合いをすることで魅力
が色んなところに伝わると思うから

施設・設備等
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都立高校改革推進計画に基づく取組と
都立高校の現状

（平成 年度～令和 年度）

令和４年 月

資料３
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時代の到来に向けた人材育成

発達障害、日本語指導など様々な課題を抱える生徒への支援

次期学習指導要領への対応（探求的な学び、情報活用能力の向上等）

計画の主な取組：「知識基盤社会」の到来等を踏まえ、次の視点から多様な取組を展開

都立高校改革推進計画（平成 年度～令和 年度）の概要

目 的 教育基本法の理念を踏まえ、都立高校が生徒を「真に社会人として自立した人間」に育成

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 元年度 年度 年度

「都立高校改革推進計画」
（平成 年度から令和 年度まで）

第一次実施計画
平成 年度から平成 年度 年間

新実施計画
平成 年度から平成 年度 年間

新実施計画 第二次
令和元年度から令和 年度 年間

計画期間

次代を担う社会的に自立した人間の育成
▶【知】理数教育の推進、次世代リーダー育成道場
▶【徳】 を活用した教育相談体制の構築
▶【体】基礎体力の向上、部活動指導員の活用

質の高い教育を支えるための環境整備
▶不登校・中途退学対策（自立支援チーム）
▶教員の資質・能力の向上（研修の充実）
▶教員の働き方改革（外部人材の活用）

生徒一人一人の能力を最大限に伸ばす
学校づくりの推進
▶国際バカロレア教育の充実
▶専門高校の充実
▶小中高一貫校の設置

Ⅰ 教育内容 Ⅱ 教育諸条件 Ⅲ 学科・課程の改善・充実等

コロナ禍における学校生活への影響
心の悩みや不安の解消

課
題
・
社
会
的
背
景

社会的自立に必要となる「知」「徳」「体」の育成、グローバル人材の育成、社会的・職業的自立意識の醸成、教員の資質・能力の向上、組織的な学校経営の強化

学校デジタル化の急速な進展
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社会貢献意識

約 割の都立高校生が社会貢献活動について肯定的な意見

理数教育の充実

科学オリンピックにおいて都立高校生がメダルを獲得

等を活用した教育相談

等による教育相談件数が増加

進学指導重点校

都立高校改革推進計画における主な取組の実績・現状

知 徳 体

校内寺子屋

校内寺子屋に継続的に参加した生徒の7割が学びに関
する質問項目で肯定的な回答(R3年度)

【参加した生徒の声】
「学習意欲が向上した」
「分からない問題が分かるようになった」

年度 国際物理
オリンピック

メ
ダ
ル

国際生物学
オリンピック

メ
ダ
ル

国際地学
オリンピック

メ
ダ
ル

西 銀
小石川中等 銅

小石川中等 金

西 銅

３ 武蔵 銀 多摩科技 銅

9.5%

9.2%

8.1%

61.6%

47.5%

51.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3年度

H28年度

H23年度

あなたは今後、ボランティア活動など社会貢献活動を行いたいですか。

積極的に行いたい 機会があれば行いたい あまり興味がない

出来ればやりたくない その他・無回答

「都立高校の現状把握に関する調査（都立高校生意識調査）」

体力の向上

体力テストの体力合計点において
都立高校生の平均値が令和３年度は低下

H23年度 R元年度 R３年度 増減

高2男子 51.4点 52.4点 51.4点 －1.0点

高2女子 48.0点 51.5点 51.0点 －0.5点

※80点満点

スポーツ特別強化校

大会に出場した都立高校生のうち
スポーツ特別強化校生徒が占める割合の増加

年度 年度

関東大会出場率
個人種目

全国大会出場率
個人種目

Ⅰ 教育内容（次代を担う社会的に自立した人間の育成）

件

件
件

元年度 年度 年度

を活用した教育相談総件数

部活動指導員の活用

部活動指導員の配置校と人数が増加

127校 179校
382人

853人

0
200
400
600
800

1000

H30 R元 R2 R3
配置校数 部活動指導員数

(年度)

35

106

45 54

26 50

11
3313

17

6

18
15

90

20

40

60

80

100

120

H 2 4年度卒 H 2 8年度卒 R 2年度卒 R 3年度卒

難関国立大学等の合格状況（現役）

日比谷 西 国立 戸山

立川 青山 八王子東

(人)

(件)
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都立高校改革推進計画における主な取組の実績・現状

グローバル人材 社会的・職業的自立意識

次世代リーダー育成道場

海外留学を経験した生徒の 割以上が
語学力や主体性・積極性、異文化理解の向上を実感

あてはまる、ややあてはまる

95%

英語力（語学力）が向上した

「次世代リーダー育成道場第7期生事業報告書」

あてはまる、ややあてはまる

90%

主体性・積極性、チャレンジ精神が向上した

「次世代リーダー育成道場追跡調査（第１期生から第５期生）」（令和3年度）

日本と諸外国との生活や文化の違いを理解し、尊重している

生徒の英語力向上

31.7% 50.0%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

CEFR A2相当以上を取得している都立高校生の割合

卒業時の割合

都立高校生の
英語力が向上

国際交流

割を超える都立高校生が
外国の人々とのコミュニケーションについて肯定的な意見

34.3%

22.6%

24.6%

28.7%

26.5%

26.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3年度

H28年度

H23年度

そう思う 多少そう思う どちらとも言えない あまりそう思わない
そう思わない 分からない 無回答

あなたは外国の人々と進んでコミュニケーションをとりたいと思いますか

「都立高校の現状把握に関する調査（都立高校生意識調査）」

８割を超える児童・生徒に、英語への学習意欲や苦手意識に
変容が見られた

体験後の感想
「とても楽しかった」又は「楽しかった」

「多くの児童・生徒に変容が見られた」

「一部の児童・生徒に変容が見られた」

87.8%

社会的・職業的自立支援教育プログラム事業

【生徒の感想】
「様々な職業人からリアルな話を聞くことなどで、仕事は面
白く、熱中できることだと思えるようになった」
「学校で学ぶことが、将来の仕事や社会で役立つと考え
られるようになった」

33
5969

127

0

50

100

150

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

社会的・職業的自立支援教育プログラムの実施状況

支 援 団 体 数 提示プログラム数
(年度)

主権者教育

割を超える都立高校生が
積極的な社会への参画について肯定的な意見

そう思う、多少そう思う

65.3%

あなたは、選挙の投票にいくなど積極的に社会
に参画していきたいと思いますか。(R3年度)

「令和3年度 都立高校の現状把握に関する調査（都立高校生意識調査）」

「未来の東京」戦略ビジョン 2020年目標値(都立高校生)
60.0%

事前アンケート

英語が好きではない

英語があまり好きではない

発達障害のある生徒への支援

課程 人に対し通級による指導を実施
令和 年 月現在

(年度)

【児童・生徒の感想】

【教員が感じた児童・生徒の変容の有無】

あてはまる、ややあてはまる

100%

「H30年度、R元年度利用者のアンケート」
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日本語習得支援

日本語指導が必要な高校生の増加に伴い、
支援事業の規模を拡大

不登校・中途退学対策

定時制課程における不登校生徒の出現率・中途退学率が改善

不登校・中途退学
Ⅱ 教育諸条件（質の高い教育を支えるための環境整備）

在京外国人生徒の就学機会確保

在京外国人生徒募集校における募集枠拡大により
応募倍率が緩和

日本語指導

課題を抱える生徒の居場所づくり（学びのセーフティネット事業）

「丁寧な学習支援を受けたことで、レポート作成に前向きに取り組めるようになっ
た」「対人コミュニケーションに自信を持つことができ、アルバイトを始められるように
なった」など学習意欲や就業意欲を促進

学校経営

325人

430人

718人

46人 73人80件

284件

0

100

200

300

0

200

400

600

800

H24年度 H26年度 H28年度 H30年度 R2年度
日本語指導が必要な高校生徒数(外国籍)
日本語指導が必要な高校生徒数(日本国籍)
本事業申請生徒数

在京外国人生徒対象募集枠の応募状況

日本語指導が必要な高校生徒数と事業申請人数

魅力 動画「まなびゅ～」の活用

魅力 動画「まなびゅ～」の掲載促進

都立高校ホームページのリニューアル

学校の特色や魅力の伝わりやすいデザインに
都立高校のホームページがリニューアル

39課程

80課程

168課程

0

50

100

150

200

R元 R2 R3

ホームページリニューアル課程数(累計)

「まなびゅ～」掲載校数と動画数(都立高校・中等教育学校累計)

【「まなびゅ～」に掲載されている動画例】

55

155人2.07

1.09倍

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

0

50

100

150

200

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4
入学年度

募集人員 応募倍率

(人) (倍)

13校

69校

14本

96本

0
20
40
60
80

100

H30 R元 R2 R3

掲載校数

掲載動画数

R元年度 R2年度 R3年度

参加者 195人 238人 487人

(人) (件)

(課程)

都立高校改革推進計画における主な取組の実績・現状

(年度)

※ 日本語指導が必要な高校生 日本国籍 数は平成 年度から調査開始

24.7%

18.5%
16.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

0

100

200

300

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2
スクールカウンセラー配置校数 全日制課程 定時制課程

スクールカウンセラー
の全校配置

スクールカウンセラー
の全課程配置

不登校出現率とスクールカウンセラー設置校数

自立支援チームの派遣

(※H28年度からは配置課程数)

(年度)

(校・課程)

スクールカウンセラー

中途退学率とスクールカウンセラー設置校数
12.0% 12.9%

8.1%

5.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

0

100

200

300

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2
スクールカウンセラー配置校数 普通科 専門学科 総合学科 定時制課程

スクールカウンセラー
の全校配置

スクールカウンセラー
の全課程配置

5.6%自立支援チームの派遣

(校・課程)

(年度)

(※H28年度からは配置課程数)
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空調設備の整備

・特別教室は 年度末時点で 校整備済み
・体育館は 年度末時点で 校整備済み

0

132校

2

189校

0

50

100

150

200

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

空調設備整備済校数の推移

特別教室 体育館等

非構造部材の耐震化

・体育館は 年度までに全校対策済み
・体育館以外は 年度末時点で 校対策済み

178 190

61

183

0

50

100

150

200

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

非構造部材の耐震化 対策済校数の推移

体育館等 武道場等
(年度)

英語科教員の海外派遣研修

参加教員の授業に対する所属校管理職の高評価割合が上昇

指導力の向上

割を超える都立高校生が
現在通っている高校の先生の授業が上手であると実感

教員の資質・能力 施設・設備教員の働き方

24.2%

13.0%

11.8%

39.3%

29.0%

28.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3年度

H28年度

H23年度

そう思う 多少そう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない わからない

「都立高校の現状把握に関する調査（都立高校生意識調査）」

現在通っている高校の先生の授業は上手と思うか

働き方改革

特に副校長の時間外労働時間が減少
副校長の1カ月あたりの時間外労働時間の割合

教諭の1カ月あたりの時間外労働時間の割合

トイレの洋式化

都立高校に設置しているトイレの が洋式化

※R3年度末時点 全 校中

29.6%

46.1%

24.3%

35.7%

44.6%

19.7%

37.3% 41.3%

21.4%

43.7% 41.5%

14.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

45時間以下 45時間超～80時間以下 80時間超

H30年10月 R元年10月 R2年10月 R3年10月

60.7%

28.5%

10.7%

66.5%

26.6%

6.9%

60.7%

29.1%

10.2%

67.0%

25.4%

7.6%

0%

20%

40%

60%

45時間以下 45時間超～80時間以下 80時間超

H30年10月 R元年10月 R2年10月 R3年10月

(年度)

46.4%

81.5%

20
40
60
80

100

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

トイレの洋式化率(%)

(年度)
「令和３年度外国語（英語科）教員等の海外派遣研修
（代替研修）に係るアンケート」

英語によるやり取りを豊かにするための工夫の
ある指導を行っている（所属校管理職の評価）

よくできている

できている

72%

よくできている

できている

92%

受講前 受講後

(校)

(校)

都立高校改革推進計画における主な取組の実績・現状
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全日制課程

・進学指導重点校等は一定の応募倍率を維持
・工業科、ビジネス科の応募倍率が低下

入学者選抜応募状況
定時制課程

・夜間定時制課程の応募倍率が低下

Ⅲ 学科・課程の改善・充実等（生徒一人一人の能力を最大限に伸ばす学校づくりの推進）

入学年度
夜間定時制 昼夜間定時制 チャレンジスクール入学年度

普通科

進学指導重点校 進学指導特別推進校
進学指導推進校 普通科全体
普通科その他

入学年度

農業科、工業科、ビジネス科、総合学科

農業科 工業科 ビジネス科 総合学科

国際色豊かな教育環境

国際バカロレアの充実

国際バカロレアコースにおけるフルディプロマ取得実績が
向上

都立高校改革推進計画における主な取組の実績・現状

都内公立中学生の進路状況

・通信制課程及び私立全日制高校に進学する生徒の割合が
増加

第1期生 取得率 平均スコア 最高スコア

国際高校 89.5% 31.0 40

世界平均 69.6% 28.8 (満点45)

第4期生 取得率 平均スコア 最高スコア

国際高校 100% 37.8 45

世界平均 75.8% 29.6 (満点45)

都立高等学校入学者選抜応募状況（第一次募集・分割前期募集等）

都立高等学校入学者選抜応募状況（第一次募集・分割前期募集等）

都立高等学校入学者選抜応募状況（第一次募集・分割前期募集等）

令和 年度公立中学校等卒業者（令和 年 月卒業）の進路状況調査の結果（速報値）

国際バカロレアコース

・国際バカロレアコースの応募倍率は４倍を超える高倍
率を維持

入学年度
国際学科 一般・帰国 国際バカロレアコース 月）

都立全日制 都立全日制

私立全日制 私立全日制定時制
定時制

通信制 通信制

年度 年度
都立全日制 私立全日制 国立全日制
都外全日制 定時制 通信制
特別支援学校高等部
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資料４ 都立高校等の学校数、学級数、生徒数 令和４年５月１日現在
区分 全日制 定時制 通信制

高等学校
学校数 校 校 校
学級数 学級 学級 学級
生徒数 人 人 人

中等教育学校
学校数 校 ― ―
学級数 学級 ― ―
生徒数 人 ― ―

中学校
学校数 校 ― ―
学級数 学級 ― ―
生徒数 人 ― ―

小学校
学校数 校 ― ―
学級数 学級 ― ―
生徒数 人 ― ―

「公立学校統計調査報告書」から作成

資料５ 都立高校等の教員数 令和４年５月１日現在
区分 合計 全日制 定時制 通信制

高等学校 人 人 人 人
中等教育学校 人 ― ―

中学校 人 ― ―
小学校 人 ― ―

「公立学校統計調査報告書」から作成

４

５

資
料

都
立
高
校
等
の
学
校
数
、

学
級
数
、
生
徒
数

都
立
高
校
等
の
教
員
数
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資料６ 都内公立高等学校進路状況の進学者の内訳 令和４年３月卒業 単位：人
区

分

進

学

者

大 学 学 部 へ の 進 学 者 計 短
期
大
学
本
科
へ
の

進

学

者

計

そ

の

他

計

人 文 科 学 社 会 科 学 理

学

工 学 農

学

保

健

家

政

教

育

芸

術

そ

の

他

文

学

史

学

哲

学

他

法
・
政
治
学

商
・
経
済
学

社
会
学
他

機
械
工
学

電

気

通
信
工
学

応
用
科
学
他

全 定 計

全 日 制

普 通

農 業

工 業

商 業

家 庭

福 祉

その他

総 合

定 時 制

普 通

農 業

工 業

商 業

情 報

その他

総 合

「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者 令和 年度 の進路状況調査編】」から作成

６

資
料

都
内
公
立
高
等
学
校
進
路
状
況
の
進
学
者
の
内
訳
︵
令
和
４
年
３
月
卒
業
︶
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資料７ 都内公立高等学校進路状況の就職者の内訳 令和４年３月卒業 単位：人
区

分

産
業
別
就
職
者
数

農

業

林

業

漁

業

工
業
、
採
石
業
、

砂
利
採
石
業

建

設

業

製

造

業

電
気
・
ガ
ス
・

熱
供
給
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運

輸

業

郵

便

業

卸

売

業

小

売

業

金

融

業

保

険

業

不

動

産

業

物
品
賃
貸
業

学
術
研
究
機
関

専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿

泊

業

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

娯

楽

業

教

育

、

学
習
支
援
業

医
療
、
福
祉

複
合
サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

（
他
に
分
類
さ
れ
な

い

も

の

）

公
務
（
他
に
分
類
さ

れ
る
も
の
を
除
く
）

左
記
以
外
の
も
の

全 定 計

全 日 制

普 通

農 業

工 業

商 業

家 庭

福 祉

その他

総 合

定 時 制

普 通

農 業

工 業

商 業

情 報

その他

総 合

「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者 令和 年度 の進路状況調査編】」から作成

７
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人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

人
人 人 人 人 人 人 人 人 人

人
人

人 人 人 人 人
人 人 人

人
人

人 人 人 人 人
人

人 人

人
人

人 人 人 人 人 人
人 人

人
人

人 人
人 人 人 人

人 人

元
卒業年度

進学者 専修学校等入学者 就職者 一時的な仕事に就いた者 左記以外の者 在家庭者・その他 不詳・死亡

資料８ 都内公立高等学校卒業者の進路状況推移 平成 年度～令和３年度

「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者 令和 年度 の進路状況調査編】」から作成

【全定計】

※ 通信制は含んでいない。
※ 令和元年度卒業者 令和 年度調査 から「一時的な仕事に就いた者」を廃止している。

人

８

資
料

都
内
公
立
高
等
学
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
推
移
︵
平
成

年
度
~
令
和
３
年
度
︶

24
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人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

人
人

人 人 人 人 人 人 人 人

人
人

人 人 人 人 人 人 人 人

人
人

人 人 人 人 人 人
人 人

人
人

人 人 人 人 人 人
人 人

人
人

人 人
人 人 人 人

人 人

元
卒業年度

進学者 専修学校等入学者 就職者 一時的な仕事に就いた者 左記以外の者 在家庭者・その他 不詳・死亡

「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者 令和 年度 の進路状況調査編】」から作成

【全日制】

※ 通信制は含んでいない。
※ 令和元年度卒業者 令和 年度調査 から「一時的な仕事に就いた者」を廃止している。

人

８

資
料

都
内
公
立
高
等
学
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
推
移
︵
平
成
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度
~
令
和
３
年
度
︶

24
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【定時制】

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人
人 人 人 人

人
人 人 人 人 人

人

人 人
人

人

人 人 人 人 人
人

人
人

人

人
人 人 人

人 人

人 人
人

人

人 人
人 人

人 人

人 人
人

人

元
卒業年度

進学者 専修学校等入学者 就職者 一時的な仕事に就いた者 左記以外の者 在家庭者・その他 不詳・死亡

「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者 令和 年度 の進路状況調査編】」から作成

※ 通信制は含んでいない。
※ 令和元年度卒業者 令和 年度調査 から「一時的な仕事に就いた者」を廃止している。

人

８

資
料

都
内
公
立
高
等
学
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
推
移
︵
平
成

年
度
~
令
和
３
年
度
︶

24

93



資料９ 都立高校定時制課程の学校数・生徒数の推移
昭和 年度 平成２年度 平成 年度 平成 年度 令和４年度
夜間定時制 夜間定時制 夜間定時制 昼夜間定時制 夜間定時制 昼夜間定時制 夜間定時制 昼夜間定時制

学校数 校
分校

校
分校

校 校 校 校 校 校
計 校 計 校 計 校

全
学
年

定員 人 人
人 人 人 人 人 人
計 人 計 人 計 人

在籍生徒数 人 人
人 人 人 人 人 人
計 人 計 人 計 人

学級定員 人 人 人 人 人 人 人 人

学級数 学級 学級
学級 学級 学級 学級 学級 学級
計 学級 計 学級 計 学級

１学級当たりの
平均在籍生徒数 人 人 人 人 人 人 人 人

第
一
学
年

募集人員 人 人
人 人 人 人 人 人
計 人 計 人 計 人

在籍生徒数 人 人
人 人 人 人 人 人
計 人 計 人 計 人

学級数 学級 学級
学級 学級 学級 学級 学級 学級
計 学級 計 学級 計 学級

１学級当たりの
平均在籍生徒数 人 人 人 人 人 人 人 人

単学級数 校 校 校 ― 校 ― 校 ―
【参考 都内公立中学校卒業者】
定時制 都内公立・私立、都外
進学者のうち就職している者

※ 平成 年度及び平成 年度、令和 年度の昼夜間定時制欄についてはチャレンジスクールを含む。

９
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料
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・
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の
推
移
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専門学科

普通科 校 中高一貫教育校含む

農業科 校

農業分野のスペシャリストを育成

工業科 校

工業各分野で活躍できる技術者を
育成（※エンカレッジスクール 校含む）

ビジネス科 ７校

「ビジネスを考え、動かし、変えていく」
人材を育成

ビジネスコミュニケーション科 校

英語とビジネスの学習を重視し、文系
大学などへの進学を目指す

総合学科 校
自らの将来の進路について深く考え、多様な選択科目の中から進路希望に応じた科目を履修し、職業決定に必要な能力や態度を育成

産業科 校

広い視野を持った起業家や自営業の
後継者を育成

家庭科 校

調理、保育、服飾など生活産業のス
ペシャリストを育成

福祉科 校

社会の援助者として行動できる人材
を育成

海洋国際科 校

海洋課題に対応できる人材を育成

創造理数科 校
理数系分野の素養育成に重点を置
きながら、新しい価値を生み出すこと
のできる人材を育成

科学技術科 校

実験や研究を通じて科学技術を学
び、理系大学などへの進学を目指す
(※進学指導推進校 校含む

国際科 校

国際社会で活躍できる人材を育成
(※進学指導特別推進校

芸術科 校

芸術の発展に寄与する人材を育成

体育科 校
スポーツ・保健体育に関する実践
者・指導者として活躍する人材を育
成

進学指導重点校 校

難関国立大学や国公立大学医学
部医学科への進学を目指す学校

進学指導特別推進校 ６校

国公立大学や難関私立大学等へ
の進学を目指す学校

進学指導推進校 ２校
優れた教育活動を実践するとともに、
生徒の着実な学力の伸長を図り
進学実績の向上を目指す学校

エンカレッジスクール 校

小・中学校で十分に能力を発揮でき
なかった生徒のやる気を育てる学校

全
日
制
課
程

資料 都立高校の種類 令和４年度現在
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︶
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昼夜間定時制高校 校

▶ Ⅰ部（午前部）、Ⅱ部（午後部）、Ⅲ部（夜間部 から、自分のライフスタイルや学習ペースに合わせて通学可能な定時制高校

▶ １学級３０人規模であり、基礎・基本を重視した授業を実施

▶ 習熟度別授業や少人数授業など、きめ細やかな授業も実施

▶ 職業に関する専門科目や、デザイン・ビジネス・ファッション等特色ある科目も選択可能

定
時
制
課
程

夜間定時制高校 １校 全日制併置校含む

▶ 昭和 年代中頃まで、勤労青少年など昼間に通うことができない生徒の学習機会を確保する役割を担う

▶ 現在では、不登校経験がある生徒や全日制高校を中途退学した生徒、外国人生徒、特別な支援を要する生徒など、在籍している生徒が多様化

普通科 校

情報科 校

情報分野のスペシャリストを育成

チャレンジスクール 校

▶ 小・中学校での不登校経験や、高校での中途退学経験のある生徒が、自分の目標を見つけ、チャレンジする高校

▶ 基礎・基本重視の学習、心のケアに配慮したきめ細かな指導・豊かな人間性を育成

▶ 学力検査ではなく、生徒の学習や学校生活への意欲を重視した入学選抜を実施

▶ 他部履修により３年間での卒業も可能

普通科 校 農業科 ５校 工業科 校 商業科 ４校

産業科 校 総合学科 校

通信制課程 校

部 Ⅰ部 Ⅱ部 Ⅲ部

時限

時間帯 ～ ～ ～

10
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都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム【概要】
第１部 都立高校の魅力向上に向けた実行プログラムの策定

１ 実行プログラム策定に当たっての背景

都立高校を取 り巻 く状況

急速に変化する社会構造 国の動向 東京都における施策等の動向
■ 中央教育審議会による答申

■ 国による規定等の整備

■ 「『未来の東京』戦略 」
・ 子供が自分らしく健やかに成長できる社会の実現
・ 将来を担う子供たちへの様々な支援を展開

■ 子供政策連携室との連携

■ 社会生活の による変化

■ グローバル化の加速

■ コロナ禍による影響

都立高校の現状

生徒を「真に社会人として自立した人間」に育成することを目的に、総合的に取組を推進

進学実績の向上や中途退学率の低下など、一定の成果

・ 不登校生徒や日本語指導が必要な生徒、ヤングケアラーといった
様々な支援が必要な生徒が一層顕在化

・ 広域通信制を含む通信制課程に進学する生徒の割合が増加する
など、進路が多様化
・ 入選倍率が低下傾向にあり、特に専門学科や夜間定時制で顕著

・ デジタルの活用やグローバル人材の育成、国際交流の機会拡大等

新
た
な
課
題

都立高校を取り巻く環境が変化する中、新たな課題等の解決とともに、都立高校の魅力向上を図るための施策をプログラムとして体系化

【主な取組】

・ やビッグデータ、 、ロボティクス技術等の先端技術が
飛躍的に進化するなど社会生活が変化

・ の進展に伴いグローバル化が加速する中、社会の変化
に対応し、東京が持続的に発展していくためには、共生社会
の実現や新たな時代を切り拓く人材の育成が重要

・ 様々な不安や悩みを抱える生徒など、多様な背景を持つ
生徒の存在が一層顕在化

■ 質の高い教育の実現
・ 高い意欲と資質をもった教員の確保や働き方改革の推進
など、学びを支える教員への支援が必要

■ 大学等への進学指導の充実

■ スクールカウンセラー等の配置による教育相談体制の整備
■ チャレンジスクールの新設
■ グローバル人材育成に向けた海外留学支援

■ 専門高校の改善・充実

・ 子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の実現
・ 生徒の学習意欲を喚起し、可能性・能力を最大限
に伸長する教育活動への転換
・ 高校は、初等中等教育の最後の段階として在学
中に主権者としての自覚を深めさせることが必要

・ 新しい時代の教育の実現に向け、高校に期待され
る社会的役割等の再定義や普通科の弾力化など、
高校の特色化・魅力化を推進

■ 「東京都教育施策大綱」の策定
・ 東京の目指す教育の実現に向け、「東京型教育
モデル」を提示

・ 組織横断的な取組の推進（ヤングケアラー、ユース
ヘルスケア、日本語を母語としない子供など）

・ 「こども未来アクション」による総合的な施策展開

都立高校改革推進計画 平成 年度から令和 年度まで 困難を抱えた生徒の存在

都内公立中学生の進路状況と都立高校入学者選抜応募倍率

都立高校に対する都民や企業からの期待・要望

ひら

参 考 資 料
都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム【概要】都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム（案）【概要】

第１部 都立高校の魅力向上に向けた実行プログラムの策定

１ 実行プログラム策定に当たっての背景

都立高校を取 り巻 く状況

急速に変化する社会構造 国の動向 東京都における施策等の動向
■ 中央教育審議会による答申

■ 国による規定等の整備

■ 「『未来の東京』戦略 」
・ 子供が自分らしく健やかに成長できる社会の実現
・ 将来を担う子供たちへの様々な支援を展開

■ 子供政策連携室との連携

■ 社会生活の による変化

■ グローバル化の加速

■ コロナ禍による影響

都立高校の現状

生徒を「真に社会人として自立した人間」に育成することを目的に、総合的に取組を推進

進学実績の向上や中途退学率の低下など、一定の成果

・ 不登校生徒や日本語指導が必要な生徒、ヤングケアラーといった
様々な支援が必要な生徒が一層顕在化

・ 広域通信制を含む通信制課程に進学する生徒の割合が増加する
など、進路が多様化
・ 入選倍率が低下傾向にあり、特に専門学科や夜間定時制で顕著

・ デジタルの活用やグローバル人材の育成、国際交流の機会拡大等

新
た
な
課
題

都立高校を取り巻く環境が変化する中、新たな課題等の解決とともに、都立高校の魅力向上を図るための施策をプログラムとして体系化

【主な取組】

・ やビッグデータ、 、ロボティクス技術等の先端技術が
飛躍的に進化するなど社会生活が変化

・ の進展に伴いグローバル化が加速する中、社会の変化
に対応し、東京が持続的に発展していくためには、共生社会
の実現や新たな時代を切り拓く人材の育成が重要

・ 様々な不安や悩みを抱える生徒など、多様な背景を持つ
生徒の存在が一層顕在化

■ 質の高い教育の実現
・ 高い意欲と資質をもった教員の確保や働き方改革の推進
など、学びを支える教員への支援が必要

■ 大学等への進学指導の充実

■ スクールカウンセラー等の配置による教育相談体制の整備
■ チャレンジスクールの新設
■ グローバル人材育成に向けた海外留学支援

■ 専門高校の改善・充実

・ 子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の実現
・ 生徒の学習意欲を喚起し、可能性・能力を最大限
に伸長する教育活動への転換
・ 高校は、初等中等教育の最後の段階として在学
中に主権者としての自覚を深めさせることが必要

・ 新しい時代の教育の実現に向け、高校に期待され
る社会的役割等の再定義や普通科の弾力化など、
高校の特色化・魅力化を推進

■ 「東京都教育施策大綱」の策定
・ 東京の目指す教育の実現に向け、「東京型教育
モデル」を提示

・ 組織横断的な取組の推進（ヤングケアラー、ユース
ヘルスケア、日本語を母語としない子供など）

・ 「こども未来アクション」による総合的な施策展開

都立高校改革推進計画 平成 年度から令和 年度まで 困難を抱えた生徒の存在

都内公立中学生の進路状況と都立高校入学者選抜応募倍率

都立高校に対する都民や企業からの期待・要望

ひら

１

参 考 資 料
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生徒一人一人に応じたきめ細かな教育を推進し、未来の東京を担う人材を育成

■ ３つの施策の方向性において指標を定め、成果を検証

しながら、施策を着実に推進

生徒一人一人の能力を

様々な困難を抱える生徒を

生徒や社会のニーズに応える

Ⅰ 自ら未来を切り拓く力の育成

Ⅱ 生徒目線に立った支援の充実

伸ばす

支える

学校づくり Ⅲ 質の高い教育を実現するための環境整備

自ら課題を発見し解決する力や他者と協働し新たな価値を創造する力など、変化の激しい時代を生きる上で必要な資質・能力を育むため、生徒一人一人の可能
性を最大限に伸ばす取組を推進

誰一人取り残さない教育の実現に向け、全ての生徒が家庭の状況等にかかわらず安心して教育を受けられるよう、学校や家庭、専門機関等が連携し、個々の生徒
に応じた支援を充実

中学生やその保護者に選ばれる都立高校を実現するため、民間企業等の多様な主体を活用し教育環境の充実を図るとともに、生徒や社会のニーズに応える特色
ある学校づくりを推進

２ 実行プログラムの基本的な考え方

３ 令和７年度以降に向けて

② 取組内容について毎年度ブラッシュアップするなど、状況の変化等に応じて柔軟に対応

都立高校の魅力向上に向け、新たな課題等に対応するための当面のプログラム
① つの施策の方向性に基づき集中的に施策を展開 令和４年度を含む令和６年度まで

実行プログラムの検証 実行プログラム後の方向性
■ 令和 年度以降の都立高校の在り方等については、生徒数の推移や来年度策定予定の

「東京都教育ビジョン 第 次 」との整合性を図りつつ検討

プログラムの性格等

３つの施策の方向性
ひら
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■ ３つの方向性に基づき、３０の施策を展開

第２部 都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム

１ 実行プログラムにおける施策の体系

Ⅰ
自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
力
の
育
成

１ スマート・スクール・プロジェク
トの推進

２ 教科「情報」の充実とデジタル人材
の育成

３ グローバル人材の育成に向けた
使える英語力の強化

４ 国際交流・海外派遣の推進

５ 探究的な学びの充実

６ 進学指導体制の充実

７ 理数教育の充実

８ 「得意な才能」を伸ばす教育

９ 高大連携の推進

体力の向上

部活動の振興

島しょにおける教育の充実

ひ
ら

Ⅱ 
生
徒
目
線
に
立
っ
た
支
援
の
充
実

１ 不登校生徒・中途退学者に対する支援

２ ヤングケアラーに対する支援

３ 日本語指導が必要な生徒に対する支援

４ 都立高校における特別支援教育の充実

５ ユースヘルスケアの推進

６ 保護者の教育費負担の軽減

Ⅲ 
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備

１ 学校の魅力発信

２ 普通科の活性化

３ 専門学科 職業学科 の活性化

４ 総合学科の活性化

５ 理数等に関する学科の設置

６ 定時制課程の改善・充実

７ 通信制課程の改善・充実

８ 入学者選抜の改善

９ カーボンハーフに向けた取組の充実

教員の資質・能力の向上

教員確保策の更なる充実

働き方改革の推進

３

Ⅲ
　
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備

１　学校の魅力発信

２　�普通科の活性化

３　専門学科（職業学科）の活性化

４　�総合学科の活性化

５　�理数等に関する学科の設置

６　定時制課程の改善・充実

７　�通信制課程の改善・充実

８　入学者選抜の改善

９　�カーボンハーフに向けた取組の充実

10　教員の資質・能力の向上

11　教員確保策の更なる充実

12　�働き方改革の推進

▲  

３つの方向性に基づき、30 の施策を展開

Ⅰ
　
自
ら
未
来
を
切
り
拓ひ
ら
く
力
の
育
成

１　�TOKYO�スマート・スクール・プロ
ジェクトの推進

２　�教科「情報」の充実とデジタル人材の
育成

３　�グローバル人材の育成に向けた使え
る英語力の強化

４　�国際交流・海外派遣の推進

５　�探究的な学びの充実

６　�進学指導体制の充実

７　�理数教育の充実

８　「得意な才能」を伸ばす教育

９　�高大連携の推進

10　�体力の向上

11　�部活動の振興

12　�島しょにおける教育の充実

Ⅱ
　
生
徒
目
線
に
立
っ
た
支
援
の
充
実

１　�不登校生徒・中途退学者に対する支援

２　ヤングケアラーに対する支援

３　日本語指導が必要な生徒に対する支援

４　�都立高校における特別支援教育の充実

５　�ユースヘルスケアの推進

６　�保護者の教育費負担の軽減
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※R5年度以降に新たに取り組むものや、拡充するものに【新規】【拡充】と記載

Ⅰ 自ら未来を切り拓く力の育成
スマート・スクール・プロジェクトの推進

デジタルリーディングハイスクール事業の実施
教材やデジタル教科書等を活用した学びや、学習履歴等のデータ分

析・利活用、先端技術の活用に関する実践的な研究を実施

教育ダッシュボードの整備
各種データをリアルタイムに分析し可視化するダッシュボードの稼働を段階
的に開始

教科「情報」の充実とデジタル人材の育成

情報活用能力を伸ばすための環境整備及びコンテスト等の実施【新規】
アプリケーション開発環境の整備やアプリケーション開発ワークショップ、プロ
グラミングコンテストを実施するなど、デジタル人材の育成を推進

理数教育の充実
理数探究プログラムの実施 拠点校 【拡充】

理数に興味・関心のある生徒への講義や研究指導を実施する
拠点校の指定を拡大

「得意な才能」を伸ばす教育

「得意な才能」を伸ばす教育 【拡充】
理数分野に加え、 年度から芸術分野の教育プログラムを構築し、
秀でた才能を持つ生徒を支援

グローバル人材の育成

世界の 教育視察・体験【新規】
世界水準の 教育を直接体験することにより、生徒が理数・芸術
分野の研究者を目指す意欲を醸成するとともに、教員の指導力を向上

体力の向上
エンジョイスポーツプロジェクトの推進 【拡充】
外部機関と連携し、健康的な生活習慣の実践を通して、豊かなス
ポーツライフに向けた都立高校生の資質・能力を向上

プログラムによる外国人指導者の活用【拡充】
プログラムを活用した人材の配置拡充により、英語を用いたコミュニ

ケーション機会の増加を図り、「使える英語力」の育成を推進

進学指導体制の充実
進学指導推進校の学力向上支援【新規】
進学指導推進校において、希望する生徒を対象に民間事業者を
活用した校内予備校を土日・放課後等に実施

オンライン英会話の活用【拡充】
生徒がネイティブ講師とオンライン上で英会話のレッスンを行うための機会を
拡充

探究的な学びの充実
探究アドバイザーの活用
大学院生等による探究アドバイザーを派遣し、一人一人に応じたよ
りきめ細かな指導を充実

２ 実行プログラムにおける主な取組
ひら
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Ⅱ 生徒目線に立った支援の充実

不登校生徒に対する支援・中途退学の未然防止・ヤングケアラー等に対する支援
・都立学校「自立支援チーム」派遣事業 【新規・拡充】
・福祉系 （主任）を増員し、「チーム学校」の観点から学校と一体化した取組を推進
・福祉保健局と連携し、都立学校関係者向けにヤングケアラー相談機能を充実
・ が常駐し、「校内居場所カフェ」の運営や生徒の「個別支援計画」を作成するなど、個に応じた支援を充実（ 年度以降）

社会的・職業的自立支援教育プログラム事業 【拡充】

・企業・ と連携した「社会的・職業的自立支援教育プログラム」の対象を普通科のみから総合学科にも拡大
・ヤングケアラーの支援に関わる団体によるプログラムを本事業に追加

・不登校の生徒や通信制課程に通う生徒に対し、 等の外部機関と連携して学習支援等を行う拠点を東部地区に新たに開設 年度
・仮想空間上の学習環境 バーチャル・ラーニング・プラットフォーム を活用し、不登校の生徒や中途退学者に対する支援を充実【新規】

都立高校における特別支援教育の充実日本語指導が必要な生徒に対する支援

多文化共生スクールサポートセンター事業 【拡充】
・日本語指導が必要な生徒が在籍する学校全てを支援対象に拡大
・現在活用している に加えて、 や大学、日本語学校等
複数団体と連携した支援事業を実施

「特別の教育課程」編成・実施に向けた支援 【新規】
日本語指導の「特別の教育課程」を編成する高校に対し、適切な
指導が実施できるよう支援

ユースヘルスケアの推進
生涯の健康に関する相談体制等の整備【拡充】

学校医 産婦人科医 によるヘルスケアの専門相談を行う学校を拡大

特別な支援を必要とする生徒への就労支援【新規】

発達障害等の困難を抱える生徒に対し、民間企業や 等を活用して
就労を支援

学びのセーフティネット事業【一部新規】

・校内に別室を設置し、支援員が学習指導や相談を実施するとともに、教室での授業を動画で配信するなど、別室であれば登校できる生徒等を支援
校内別室指導推進事業【新規】
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Ⅲ 質の高い教育を実現するための環境整備

定時制課程の改善・充実

専門学科の活性化

工科高校の活性化 ※令和５年４月から工業高校は「工科高校」に名称変更

学科改編や の導入など各施策を推進

商業高校の活性化【新規】
民間事業者等によるビジネススキル習得のための講座 デジタル・会
計・英語 や民間企業への職場体験を実施

チャレンジスクール及び昼夜間定時制高校の受入規模拡大
不登校生徒の増加や多様化する生徒のニーズに応えていくため、チャレンジ
スクール及び昼夜間定時制高校の受入規模を拡大

働き方改革の推進
職員室の環境改善【新規】
都立学校に機能的で働きやすい職員室を整備し、教員同士のコ
ミュニケーションを円滑化

理数に関する学科の設置

科学技術高校の一部を改編し、理数に関する学科を区部に設置
年度

教員確保策の更なる充実
選考内容・方法等の改善 【新規・拡充】
大学３年生での採用選考の一部前倒しや、途中退職した東京都
公立学校教員経験者が復帰する際の一部試験の免除など、多
様な層が受験しやすい仕組みについて検討・実施

学校の魅力発信
学校 の強化 【拡充】

による情報発信や、民間事業者を活用した学校紹介動画の制作など
の総合的な取組により、量と質の面から学校の を強化

農業高校の活性化

東京農工大学と連携し、大学教員等による講演会や課題研究に
対する指導・助言、スマート農業等の体験などを実施

夜間定時制高校の必要な見直し・教育内容等の充実
入学者数の動向などニーズを踏まえた上で必要な見直しを行うとともに、多
様な生徒の実態にきめ細かく対応した教育内容等の充実を図るなど、望ま
しい学習・教育環境を確保

普通科の活性化

スキルアップ推進校において、民間教育機関等と連携し、基礎的なデジタル
スキルや使える英語力、コミュニケーションスキル等を習得するための支援を
実施

普通科高校におけるスキルアップ促進 【新規】

都立高校を取り巻く状況の変化等に対応し、「学際領域に関する学科」や
「地域社会に関する学科」の設置を検討

普通科高校における新たな学科の設置の検討 【新規】
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都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム
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